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ごあいさつ 

 

成 年 後 見 制 度 は 、 認 知 症 や 障 が い 等 で 判 断 能 力 の 不 十 分 な

人 の た め に 財 産 管 理 や 契 約 を 代 わ っ て 行 う 後 見 人 等 を 選 任 す

る も の で 、平 成 12 年 度 か ら 始 ま っ て い ま す 。そ の 後 、現 在 に

至 る ま で の 間 に 、当 市 に お い て も 高 齢 化 率 の 上 昇 、高 齢 単 身 世

帯 や 高 齢 夫 婦 世 帯 、 障 が い 者 と 高 齢 の 親 世 帯 等 の 増 加 が み ら

れ て お り 、 成 年 後 見 制 度 の 必 要 性 は 今 後 も よ り 一 層 高 ま る も

の と 考 え て お り ま す 。  

こ の た め 、 市 で は 令 和 元 年 度 に 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促

進 審 議 会 を 立 ち 上 げ 、 介 護 保 険 ・ 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 、

障 が い 者 団 体 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 等 で い た だ い た 御 意 見 を 参 考 に し な が ら 、 令 和

３ 年 度 か ら ス タ ー ト す る「 第 １ 期 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画 」を 策 定 し

ま し た 。  

 本 計 画 で は「 認 知 症 や 障 が い 等 で 判 断 能 力 が 不 十 分 に な っ て も 、自 ら の 権 利 を 守

り な が ら そ の 人 ら し い 生 活 が で き る ま ち 」を 将 来 像 と し 、地 域 に お い て 権 利 擁 護 に

関 す る 支 援 の 必 要 な 人 が 、 自 ら の 権 利 を 守 り な が ら 生 活 し て い く こ と が で き る 地

域 連 携 の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 目 指 し て お り ま す 。  

そ の た め 、市 で は こ の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て い く た め の 、司 令 塔・事 務 局・進

行 管 理 機 能 を 担 う 機 関 と し て 北 上 市 権 利 擁 護 支 援 セ ン タ ー を 市 に 設 置 し 、 地 域 の

皆 様 と 、医 療 、福 祉 の 各 分 野 の 関 係 者 、そ し て 新 た に 司 法 の 分 野 の 関 係 者 を 加 え た

連 携 体 制 の も と 、 本 計 画 を 推 進 し て ま い り ま す 。  

結 び に 、 本 計 画 の 策 定 に あ た っ て 御 尽 力 い た だ き ま し た 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利

用 促 進 審 議 会 の 委 員 を は じ め 、関 係 機 関 、市 民 の 皆 様 に 深 く 感 謝 の 意 を 表 し ま す と

と も に 、 今 後 と も 御 理 解 と 御 協 力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

 

令和３年３月  北上市長 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

権利擁護？ 成年後見制度？ 何のための制度？ 

 

 

皆さんの家族、地域の問題、自分のコト、として考えてみてください。  

 

 

こ こ に 頼 る べ き 身 寄 り に 次 々 と

先 立 た れ た 高 齢 女 性 が い ま す 。 公

務 員 と し て 長 年 働 き 、 年 金 も あ

り 、 介 護 保 険 料 も 払 っ て き ま し

た 。 し か し 80 代 後 半 に な り 、 判

断 力 に も 自 信 な く 、 消 費 者 被 害 に

あ っ た 後 は 、 誰 を 信 用 し て よ い か

不 安 も 大 き く な っ て サ ー ビ ス 利 用  

も 拒 否 し 、 閉 じ こ も り が ち で 税 金 等 も 滞 納 し て い ま し た 。 つ い 最 近 は 、 脱 水 状 態

に よ り 救 急 車 で 緊 急 入 院 す る よ う な こ と が あ り ま し た 。 し か し 、 支 払 い や 退 院 先

の 検 討 等 で 親 族 の 協 力 が な い こ と も あ り 、 病 院 で も 困 っ て い ま し た 。  

 

 

こ の よ う な 問 題 は 、 民 民 の 契 約 問 題 と さ れ が ち で す が 権 利 擁 護 の 必 要 な ケ ー ス で

す 。  

 

 

成 年 後 見 制 度 は 、こ の よ う な 判 断 能 力 が 不 十 分 で 権 利 擁 護 の 必 要 な 方 々 を 、成 年

後 見 人 等 を 選 任 す る こ と に よ っ て 、一 人 の 人 間 と し て そ の 意 思 や 尊 厳 を 尊 重 し 、本

人 の 権 利 行 使 や 権 利 を 守 り 実 現 す る こ と を 支 援 す る 、 権 利 擁 護 の 制 度 で す 。  

 

出 典 ： 厚 生 労 働 省  地 域 に お け る 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 に 向 け た 体 制 整 備 の た め の 手 引 き  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

計画で使用している用語 

 用 語  解 説  

か  

後 見 人 等  

成 年 後 見 制 度 に は ３ 種 類 の 類 型 が あ り 、類 型 を ま

と め て 本 計 画 で は「 後 見 人 等 」と 記 載 し て い ま す 。

成 年 後 見 制 度 の 類 型 ： 後 見 、 保 佐 、 補 助  

高 次 脳 機 能 障 害  

脳 の 損 傷 に 起 因 す る 認 知 障 害 全 般 を 指 し ま す 。例

え ば 、脳 損 傷 に よ る 失 語 、失 行 、失 認 の ほ か 記 憶

障 害 、 注 意 障 害 、 遂 行 機 能 障 害 な ど が あ り ま す 。 

さ  

市 長 申 立 て  

配 偶 者 若 し く は 二 親 等 内 の 親 族 が お ら ず 、親 族 が

い て も 音 信 不 通 等 に よ り 成 年 後 見 制 度 の 審 判 の

請 求 を 受 け る 見 込 み が な い 者 で 、判 断 能 力 が 不 十

分 で あ り 、か つ 、市 が 保 護 の た め に 支 援 を 行 う こ

と が 特 に 必 要 で あ る と 認 め た 者 を 、市 が 申 立 人 と

な っ て 審 判 請 求 を す る こ と 。  

市 民 後 見 人  

市 町 村 が 行 う 後 見 人 養 成 講 座 を 受 講 し 、市 町 村 に

登 録 さ れ た 者 の 内 、家 庭 裁 判 所 か ら 市 民 後 見 人 と

し て 選 任 さ れ た 者  

受 任 者 調 整  
申 立 前 の 段 階 か ら 本 人 の 状 況 や ケ ー ス 内 容 に 応

じ て 適 切 な 後 見 人 等 の 候 補 者 を 調 整 す る こ と 。  

精 神 障 が い 者  

統 合 失 調 症 、精 神 作 用 物 質 に よ る 急 性 中 毒 ま た は

そ の 依 存 症 、知 的 障 が い 、精 神 病 質 そ の 他 の 精 神

疾 患 を 有 す る 者 。  

成 年 後 見 制 度  

認 知 症 、知 的 障 が い 、精 神 障 が い 等 に よ っ て 判 断

能 力 が 不 十 分 な 方 に つ い て 、財 産 管 理 や 福 祉 サ ー

ビ ス の 利 用 等 の 契 約 締 結 等 を 行 い 、本 人 の 権 利 を

守 る 援 助 者 (後 見 人 等 )を 選 ぶ こ と で 、本 人 を 支 援

す る 制 度  

た  

地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク  

従 来 の 保 健・医 療・福 祉 の 連 携（ 医 療・福 祉 に つ

な が る 仕 組 み ）だ け で な く 、新 た に 、司 法 も 含 め

た 連 携 の 仕 組 み（ 権 利 擁 護 支 援 の 地 域 連 携 ネ ッ ト

ワ ー ク ）  

知 的 障 が い 者  

知 的 機 能 の 障 が い が 発 達 期 （ お お む ね 18 歳 ま

で ）に 現 れ 、日 常 生 活 に 支 障 が 生 じ て い る た め 何

ら か の 特 別 な 援 助 を 必 要 と す る 状 態 に あ る 者  

 



 

 

 用 語  解 説  

た  

チ ー ム  

協 力 し て 日 常 的 に 本 人 を 見 守 り 、本 人 の 意 思 や 状

況 を 継 続 的 に 把 握 し 、 必 要 な 対 応 を 行 う 仕 組 み 、

支 援 者 間 の 協 力 体 制 。  

中 核 機 関  

地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て い く た め に

様 々 な ケ ー ス に 対 応 で き る 法 律・福 祉 等 の 専 門 知

識 が あ り 、地 域 の 専 門 職 等 か ら 円 滑 に 協 力 を 得 る

こ と が で き る 司 令 塔・事 務 局・進 行 管 理 機 能 を 担

う 機 関 (中 核 機 関 )  

な  

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業  
社 会 福 祉 協 議 会 が 実 施 し て い る 金 銭 管 理 事 業 (全

く 判 断 能 力 が 無 い 方 は 利 用 で き な い )  

任 意 後 見 制 度  

本 人 の 判 断 能 力 が 十 分 な う ち に 、将 来 、判 断

能 力 が 不 十 分 な 状 態 に な っ た 場 合 に 備 え て

お く 制 度 で す 。あ ら か じ め 自 分 で 選 ん だ 代 理

人 (任 意 後 見 人 受 任 者 )と 公 証 役 場 で 任 意 後 見

契 約 を 結 び 、判 断 能 力 が 不 十 分 に な っ た 場 合

に 、本 人・ 配 偶 者・ ４ 親 等 内 の 親 族 、任 意 後

見 受 任 者 が 家 庭 裁 判 所 に 申 立 て る こ と で 効

力 が 発 生 す る 。  

認 知 症  

様 々 な 原 因 で 脳 の 細 胞 が 死 ん で し ま い 、脳 の

司 令 塔 の 動 き に 不 都 合 が 生 じ 、障 が い が 起 こ

る こ と で 、生 活 す る 上 で の 支 障 が 発 生 し て い

る 状 態 が 、お お よ そ ６ か 月 以 上 継 続 し て い る

こ と を 指 す 。認 知 症 を 引 き 起 こ す 主 な 病 気 に

は 、ア ル ツ ハ イ マ ー 病 、レ ビ ー 小 体 型 認 知 症 、

前 頭 側 頭 型 認 知 症 、 脳 血 管 性 認 知 症 等 が あ

る 。  

は  発 達 障 が い  

自 閉 症 、ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 そ の 他 の 広 汎 性

発 達 障 が い 、学 習 障 が い 、注 意 欠 陥 多 動 性 障

が い そ の 他 こ れ に 類 す る 脳 機 能 の 障 が い で

あ っ て 、そ の 症 状 が 通 常 低 年 齢 に お い て 発 現

す る も の 。  
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 第１章 計画策定にあたって  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

１ 計画策定の趣旨 

 成 年 後 見 制 度 は 、 認 知 症 や 障 が い 等 で 判 断 能 力 の 不 十 分 な 人 の た め に 財 産 管 理

や 契 約 を 代 わ っ て 行 う 後 見 人 等 を 選 任 す る 制 度 で あ り 、平 成 11 年 民 法 の 一 部 改 正

に よ り 、従 来 の 禁 治 産 制 度 が 見 直 し さ れ 、平 成 12 年 ４ 月 か ら 制 度 が 始 ま っ て い ま

す 。  

 平 成 28年 ５ 月 に は 「 成 年 後 見 制 度 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 法 律 」（ 以 下 「 促 進

法 」 と い い ま す 。） が 施 行 さ れ 、 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画 (以 下 「 国 基 本 計

画 」 )が 平 成 29年 ３ 月 に 閣 議 決 定 さ れ ま し た 。  

促 進 法 第 14条 第 １ 項 で は 、 市 町 村 は 、 国 の 基 本 計 画 を 勘 案 し 、 当 該 市 町 村 の 区

域 に お け る 成 年 後 見 制 度 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 計 画 を 定

め る よ う 努 め る も の と さ れ て い る と こ ろ で す 。  

 そ の 為 、 本 市 に お い て も 国 基 本 計 画 を 踏 ま え 、 認 知 症 や 障 が い 等 で 判 断 能 力 が

不 十 分 に な っ た 場 合 で あ っ て も 、 住 み 慣 れ た 地 域 で そ の 人 ら し い 生 活 が 継 続 で き

る よ う 、 成 年 後 見 制 度 の 適 切 な 利 用 や 支 援 体 制 の 構 築 を 目 的 と し 、 第 １ 期 北 上 市

成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画 を 策 定 す る も の で す 。  

 

２ 計画の性格  

 本 計 画 は 、国 基 本 計 画 と 整 合 性 を 図 り つ つ 、市 の 成 年 後 見 制 度 の 利 用 の 促 進 に 関

す る 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 計 画 を 定 め る も の で す 。  

 ま た 、本 計 画 は 本 市 の 総 合 的 な 全 体 方 針 を 示 し た「 北 上 市 総 合 計 画 」を 上 位 計 画

と し て 位 置 づ け な が ら 、「 北 上 市 地 域 福 祉 計 画 」「 北 上 市 い き い き プ ラ ン (北 上 市 介

護 保 険 事 業 計 画 /北 上 市 高 齢 者 福 祉 計 画 )」「 北 上 市 障 が い 者 プ ラ ン 」 な ど 市 の 福 祉

部 門 に お け る 個 別 計 画 と の 整 合 性 を 図 り な が ら 策 定 し ま す 。  

 

図 １ -１  関 連 計 画 と の 関 係 図  
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３ 計画の期間  

計 画 の 期 間 は 、「 北 上 市 地 域 福 祉 計 画 」「 北 上 市 障 が い 者 プ ラ ン 」「 北 上 市 い き い

き プ ラ ン 」な ど 市 の 福 祉 部 門 に お け る 個 別 計 画 と の 整 合 性 を 図 り な が ら 、令 和 ３ 年

度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で の ３ 年 間 と し て 策 定 し ま す 。  

 

 図１ -２  計画の策定期間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の策定体制 

 本 計 画 の 策 定 に あ た っ て は 、 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会 に お い て 協 議

し た ほ か 、市 が 高 齢 者 施 設・障 が い 者 施 設 等 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 及 び 関 係 団 体 へ の

ヒ ア リ ン グ を 実 施 し ま し た 。  

 

(1) 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会  

 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会 で は 、各 種 (司 法 、福 祉 、医 療 )専 門 団 体 の 方 々

に 委 員 を 委 嘱 し 、 計 画 内 容 に つ い て 協 議 頂 き ま し た 。  

 

成年後見制度ができる前は？  

成 年 後 見 制 度 は 平 成 12 年 ４ 月 に 介 護 保 険 制 度 と と も に ス タ ー ト し ま し た 。 そ

れ ま で は 、「 禁 治 産 ・ 準 禁 治 産 者 宣 告 制 度 」 が あ り 、 判 断 能 力 が 不 十 分 な 方 を 「 禁

治 産 者 」 と し て 、 財 産 管 理 な ど を 制 限 し て い ま し た 。  

 

し か し 、 た と え ば 禁 治 産 者 に な る と そ の 事 実 が 公 示 さ れ 、 本 人 の 戸 籍 に 記 載 さ

れ る た め 、 社 会 的 な 偏 見 や 差 別 を 生 む 等 の 問 題 が あ り ま し た 。  
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北上市成年後見制度利用促進審議会ってなにをするの？  

 

北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会 条 例 に 基 づ い て 、 各 専 門 家 の 方 々 が 北 上 市 の

成 年 後 見 制 度 利 用 を 促 進 す る べ く 、 意 見 交 換 を す る 会 議 の こ と を 言 い ま す 。  

 

令 和 ２ 年 度 現 在 の 審 議 会 委 員 の 皆 様 は 、  

 

１  岩 手 弁 護 士 会  

２  岩 手 県 司 法 書 士 会  

３  岩 手 県 行 政 書 士 会  

４  岩 手 県 社 会 福 祉 士 会 中 部 ブ ロ ッ ク  

５  岩 手 県 社 会 保 険 労 務 士 会 社 労 士 成 年 後 見 セ ン タ ー 岩 手  

６  社 会 医 療 法 人  花 北 病 院  

７  社 会 福 祉 法 人  北 上 市 社 会 福 祉 協 議 会  

８  北 上 市 自 立 支 援 協 議 会  

９  地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー  

10 岩 手 県 介 護 支 援 専 門 員 協 会  北 上 地 区 ケ ア マ ネ ジ ャ ー 連 絡 協 議 会  

11 北 上 市 手 を つ な ぐ 育 成 会  

12 岩 手 県  

13 北 上 市  

 

か ら 推 薦 を 受 け た 13 名 の 方 に 参 加 頂 い て お り ま す 。  
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(2) アンケート調査  

 計 画 策 定 に あ た り 、 市 内 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 所 及 び 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 事

業 所 、医 療 機 関 (入 院 設 備 の あ る 医 療 機 関 )に 対 し ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、成 年 後

見 制 度 に 関 す る 課 題 や 問 題 点 等 の 実 態 把 握 に 努 め ま し た 。  

 

【事業所向けアンケート調査】  

調 査 期 間  令 和 ２ 年 ３ 月 27 日 (金 )～ ４ 月 30 日 (木 ) 

調 査 対 象  介 護 保 険 法 又 は 障 害 者 総 合 支 援 法 の 指 定 を 受 け て い る 、 北 上 市 内に

住 所 を 有 す る 事 業 所 及 び 入 院 病 床 が あ る 病 院 。  

 ① 高 齢 者 施 設 (介 護 保 険 法 )    ： 168 事 業 所  

 ② 障 が い 者 施 設 (障 害 者 総 合 支 援 法 )：  70 事 業 所  

 ③ 病 院              ：  ３ 病 院  

 合 計               ： 241 事 業 所  

調 査 方 法  郵 送 に よ る 配 布 ・ 回 収  

回 収 票 数  ① 高 齢 者 施 設 (介 護 保 険 法 )    ： 142 事 業 所 (回 収 率 84.5％ ) 

② 障 が い 者 施 設 (障 害 者 総 合 支 援 法 )：  54 事 業 所 (回 収 率 77.1％ ) 

③ 病 院              ：   ３ 病 院 (回 収 率 100％ ) 

合 計               ： 199 事 業 所 (回 収 率 82.6％ ) 

 

 

 

(3) 関係団体へのヒアリング  

 成 年 後 見 制 度 を 実 際 に 利 用 す る 利 用 者 側 の 課 題 や 問 題 点 を 把 握 す る た め 、 障 が

い 者 の 当 事 者 団 体 に 対 し ヒ ア リ ン グ 調 査 を 実 施 し ま し た 。  

 

【障がい者団体へのヒアリング調査】  

調 査 期 間  令 和 ２ 年 ６ 月 ～ ７ 月  

調 査 対 象  北 上 市 手 を つ な ぐ 育 成 会            代 表 者 ４ 名  

北 上 地 区 精 神 障 害 者 家 族 会       代 表 者 ２ 名  

NPO 法 人 い わ て 高 次 脳 機 能 障 害 友 の 会  代 表 者 １ 名  

調 査 方 法  質 問 内 容 を 事 前 送 付 、 そ の 後 、 必 要 に 応 じ 電 話 に て ヒ ア リ ン グ 調査

を 実 施 し 内 容 を 補 い ま し た 。  
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成年後見制度ってどんな制度ですか？ 
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成年後見制度の他に、  

お金の管理等を支援してもらえる制度はありますか？  

 

家 や ア パ ー ト 、 施 設 な ど で 生 活 し て い る 方 で お 金 の 使 い 方 や 管 理 で 困 っ て い る

方 が 利 用 す る 制 度 で 、社会福祉協議会が実施している日常生活自立支援事業が あ

り ま す 。  

 

● ど ん な サ ー ビ ス が 受 け ら れ る の ？  

・ 年 金 や 税 金 、 公 共 料 金 の 支 払 い 、 預 貯 金 の 出 し 入 れ  

・ 印 鑑 、 預 貯 金 通 帳 の 預 か り  な ど  

 

● 成 年 後 見 制 度 と 日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 の 違 い  

 成 年 後 見 制 度  日 常 生 活 自 立 支 援 事 業  

対 象 者  判 断 能 力 が 不 十 分 な 方 (保 佐・補

助 )、 判 断 能 力 が 全 く な い 方 (後

見 ) 

判 断 能 力 が 不 十 分 な 方 で 、事

業 の 契 約 内 容 に つ い て 理 解

で き る 方 (判断能力が全くな

い方は対象ではありません ) 

支 援 す る 人  法 定 後 見 人 ・ 任 意 後 見 人  社 会 福 祉 協 議 会 の 職 員  

相 談 先 、 申 請

で き る 人  

本 人 、配 偶 者 、４ 親 等 内 の 親 族 、

北 上 市 が 家 庭 裁 判 所 に 申 立 て  

社 会 福 祉 協 議 会 に 相 談 ( 本

人 、 家 族 、 支 援 者 か ら ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 北上市の現状と今後の推移 
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１ 北上市の人口構造と高齢化率  

本 市 の 総 人 口 は 推 計 で は 減 少 し て い く こ と が 見 込 ま れ て い ま す が 、 65 歳 以 上 の

老 年 人 口 は 経 年 で 増 加 し て お り 、高 齢 化 率 も 上 昇 し 続 け 2020 年 時 点 で 27.6％ と な

っ て い ま す 。  

 

図２ -１  北上市の人口推計  

 

 

 図２ -２  65 歳以上の人口推移と高齢化率  

 

出 典 ： 実 績 は 住 民 基 本 台 帳 (2019 年 ： ９ 月 末 、2020 年 ： ６ 月 末 )の 人 口 実 績 に 基 づ く 。2021 年 以 降 は 北 上 市  

ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 人 口 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 独 自 推 計  

 

35,577 35,202 34,993 34,845 34,692 34,394 28,067 

31,725 31,732 32,049 32,365 32,682 33,315 
31,511 

25,243 25,459 25,733 25,945 26,162 26,589 
29,275 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2019 2020 2021 2022 2023 2025 2040

北上市の人口推計

40歳未満 40～64歳 65歳以上

27.3% 27.6% 27.7% 27.9% 28.0%

28.2%

32.9%

25.0%

26.0%

27.0%

28.0%

29.0%

30.0%

31.0%

32.0%

33.0%

34.0%

2019 2020 2021 2022 2023 2025 2040

65歳以上の人口推移と高齢化率
実績  推計  

実績  推計  

92 ,545 92 ,393 92 ,775 93 ,155 93 ,536 94 ,298 
88 ,853 
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２ 高齢者世帯の状況 

北 上 市 の 高 齢 単 身 世 帯 及 び 高 齢 夫 婦 世 帯 は 増 加 傾 向 に あ り 、 2005 年 か ら 2015

年 の 10 年 間 で 高 齢 単 身 世 帯 及 び 高 齢 夫 婦 世 帯 の 合 計 数 は 約 1.5 倍 と な っ て い ま す 。

高 齢 単 身 世 帯 及 び 高 齢 夫 婦 世 帯 が 全 世 帯 に 占 め る 割 合 も 高 ま っ て い ま す 。  

 

図２ -３  高齢者単身世帯及び高齢夫婦世帯の推移  

 

出 典 ： 国 勢 調 査 (北 上 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 人 口 ビ ジ ョ ン  令 和 ２ 年 改 訂 版 ) 

 

３ 判断能力が低下した時に備える意識  

 令 和 ２ 年 度 北 上 市 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 に お い て 、 調 査 回 答 が あ

っ た 1,894 人 の 内 、 65.9％ (1,249 人 )は 判 断 能 力 が 低 下 し た 際 の 備 え に つ い て 「 こ

れ か ら 考 え て い き た い が 、 今 は ま だ で き て い な い 」 と 回 答 し て い ま す 。  

 

図２ -４  自分自身で判断できなくなった時に備えて、誰かと話し合っているか  

 

備 考 ： 65 歳 以 上 の 市 民 を 対 象 、 配 布 数 3,000 人 、 回 収 数 1,894 人 (回 収 率 63.1%)  令 和 ２ 年 ８ 月 実 施  

1,908 2,312 
3,019 

2,198 
2,498 

2,987 

12.4%

14.1%
16.8%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2005 2010 2015

高齢夫婦世帯

高齢単身世帯

高齢単身・高齢夫

婦世帯が一般世帯

に占める割合

これから考えていきたいが、

今はまだできていない

(1,249人)

自分で考えたり、家族

と話し合っている

17.2%(326人)

誰かとは話していな

いが、自分で考え備

えている 6.5%(123

人)

備えるつもりはない

1.6%(30人)

無回答 8.8%(166人)

出典：令和２年度 北上市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査(問12-4)

65.9％  
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４ 認知症の高齢者推計について  

国 の 調 査 研 究 で は 、認 知 症 の 症 状 が あ る 高 齢 者 は 2012 年 で 全 国 に 462 万 人 い る

と 推 計 さ れ て い ま す 。 国 の 推 計 値 を 北 上 市 に あ て は め た 場 合 (図 ２ -６ )、 認 知 症 の

症 状 が あ る 高 齢 者 の 推 計 値 は 2020 年 で 4,583 人 お り 、今 後 も 経 年 で 増 加 し て い く

こ と が 見 込 ま れ ま す 。  

 

図２ -５  認知症の症状がある高齢者の推計 (全国 ) ＊ 65 歳以上人口対認知症  

年  24 年  

(2012)  

27 年  

(2015)  

令 和 ２ 年  

(2020)  

令 和 ７ 年  

(2025)  

令 和 12 年  

(2030)  

令 和 22 年  

(2040)  

各 年 齢 の 認 知 症 有 病 率

が 一 定 の 場 合 の 将 来 推

計 人 数 /(率 )  462 万人

(15.0％ ) 

517 万 人

(15.7％ )  

602 万 人  

(17.2％ )  

675 万 人  

(19.0％ )  

744 万 人  

(20.8％ )  

802 万 人  

(21.4％ )  

各 年 齢 の 認 知 症 有 病 率

が 上 昇 す る 場 合 の 将 来

推計人数 /(率 ) 

525 万人  

(16.0％ ) 

631 万人  

(18.0％ ) 

730 万人  

(20.6％ ) 

830 万人  

(23.2％ ) 

953 万人  

(25.4％ ) 

出 典 ： 厚 生 労 働 省  成 年 後 見 制 度 の 現 状 (令 和 ２ 年 ６ 月 )  「 日 本 に お け る 認 知 症 の 高 齢 者 人 口

の 将 来 推 計 に 関 す る 研 究 」（ 平 成 ２ ６ 年 度 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 特 別 研 究 事 業 九 州 大

学 二 宮 教 授 ） に よ る 速 報 値 。  

 

図２ -６  北上市にあてはめた 65 歳以上に占める認知度高齢者数の推計  

 

出 典 ： ① 65 歳 以 上 人 口 推 移 ： 2012 年 ９ 月 末 、 2020 年 6 月 末 の 住 民 基 本 台 帳 、 2015 年 は 国 勢 調

査 、 2025 年 以 降 は 北 上 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 人 口 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 独 自 推 計 。  

② 認 知 症 高 齢 者 数 ： 図 ２ -5 で 各 年 齢 の 認 知 症 有 病 率 が 上 昇 す る 場 合 の 将 来 推 計 人 数 /(率 )

を 市 の 65 歳 以 上 人 口 推 移 で 乗 じ た 数 値  

 

3,243 

3,767 

4,583 
5,477 6,284 

7,436 

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

25,000

27,000

29,000

31,000

2012 2015 2020 2025 2030 2040

高齢者数 認知症高齢者

実績 推計

21,623 

25,459 

26,589 27,086 

29,275 

23,546 
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５ 知的・精神障がい者数の推移  

 知 的 障 が い 者・精 神 障 が い 者 の 方 は 経 年 で 増 加 し て お り 、特 に 精 神 障 が い 者 の 人

数 は 2010 年 比 で 2019 年 は 234％ 増 加 (445 人 増 加 )し て い ま す 。  

 

 図２ -７  

 

出 典 ： 北 上 市 障 が い 者 プ ラ ン (2021-2026)  各 年 度 数 値  

＊ 知 的 障 が い 者 、 精 神 障 が い 者 い ず れ も 手 帳 所 持 者 数  
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６ 相談受付件数の推移について  

 市 窓 口 (長 寿 介 護 課 、福 祉 課 )、地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー (５ ヵ 所 )及 び 障 が い 者 相 談

支 援 事 業 所 (４ ヵ 所 )が 受 け 付 け て い る 各 種 相 談 件 数 は 経 年 で 増 加 し て お り ま す 。  

権 利 擁 護 に 関 す る 相 談 は 令 和 元 年 度 に お い て は 減 少 と な っ て お り ま す が 、 各 種

相 談 件 数 は 増 加 し て い る 状 況 で あ り 、今 後 は 高 齢 化 率 の 上 昇 、単 身 世 帯 や 高 齢 者 夫

婦 世 帯 、障 が い 者 と 高 齢 の 親 世 帯 等 の 増 加 に よ り 、権 利 擁 護 に 関 す る 相 談 件 数 も 増

加 し て い く こ と が 見 込 ま れ ま す 。  

 

 図２ -８  相談受付件数の推移  

 

高 齢 者  

(長 寿 介 護 課 +包 括 支 援 セ ン タ ー ) 

障 が い 者  

(福 祉 課 +相 談 支 援 事 業 所 ) 

総 合 相 談  総 合 相 談  

 権 利 擁 護  虐 待   権 利 擁 護  虐 待  

26 年 度  2,802 142 79(21) 6,975 38 (６ ) 

27 年 度  3,076 185 112(21) 7,221 50 (９ ) 

28 年 度  3,843 220 109(14) 6,183 45 (３ ) 

29 年 度  5,202 523 125(13) 6,897 47 (２ ) 

30 年 度  5,660 500 157(24) 6,330 89 (５ ) 

令 和 元 年 度  6,561 310 57(４ ) 6,101 68 (１ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ：  

高 齢 者 ： 市 相 談 支 援 シ ス テ ム 及 び 各 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 相 談 実 績 よ り 集 計  

障 が い 者 ： 各 年 度 の 福 祉 行 政 報 告 例 よ り 集 計  注 ： 虐 待 件 数 に お け る 、 カ ッ コ ()内 は 実 人 数  
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７ 成年後見制度の認知度について  

 事 業 所 向 け ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、 62％ の 事 業 所 が 「 成 年 後 見 制 度 が 利 用 者 や 職

員 に 知 ら れ て い な い 」 と 回 答 し て い ま す 。  

 ま た 、「 知 ら れ て い な い 」と 回 答 し た 62％ の 事 業 所 の 理 由 は 、「 普 及 啓 発 の 不 足 、

相 談 窓 口 の 不 足 」 が 63％ と で あ り 、 成 年 後 見 制 度 そ の も の に 対 す る 周 知 不 足 が 課

題 と な っ て い ま す 。ま た 、「 制 度 利 用 の 必 要 性 が 無 い 」と い う 回 答 が 29％ と な っ て

い ま す が 、 成 年 後 見 制 度 に 対 す る 理 解 不 足 か ら 必 要 性 が 感 じ ら れ て い な い 状 態 に

あ る と 推 測 さ れ ま す 。  

 

図２ -９   

 

 

図２ -10  

知られていない

(124事業所)
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38%(75事業所)

成年後見制度は利用者、職員に知られていると思いますか
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62％  

＊Ｑ 12 において「知られていない」と回答した 124 事業所への設問  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 計画の基本的な考え方及び推進体制 
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１ 計画の基本的な考え方  

 お 金・財 産 の 管 理 、介 護・福 祉 等 社 会 サ ー ビ ス を 本 人 意 思 に 基 づ き 適 切 に 利 用（ 契

約 ）し て い く こ と に つ い て の 支 援 は 、家 族 が 主 と な っ て お こ な う も の と し て 考 え ら

れ て き ま し た 。  

し か し 、高 齢 化 が 急 激 に 進 み 世 帯 構 成 が 大 き く 変 わ り つ つ あ る 中 で 、高 齢 者 や 障

が い 者 の 単 独 世 帯 や 高 齢 者 の み 世 帯 、 障 が い 者 の 子 と 高 齢 の 親 等 の 世 帯 は 北 上 市

に お い て も 今 後 、よ り 増 加 し て い く こ と が 見 込 ま れ 、地 域 で 支 え る こ と も 今 以 上 に

必 要 に な っ て い き ま す 。  

そ こ で 本 計 画 で は 、認 知 症 や 障 が い 等 で 判 断 能 力 が 不 十 分 に な っ て も 、自 ら の 権

利 を 守 り な が ら そ の 人 ら し い 生 活 が で き る ま ち を 将 来 像 (理 念 )と し 、計 画 を 策 定 し

ま す 。  

 

２ 第１期計画の推進体制 

 ●  地域連携ネットワークの構築  

 地 域 に お い て 権 利 擁 護 に 関 す る 支 援 の 必 要 な 人 （ 財 産 管 理 や 必 要 な サ ー ビ ス の

利 用 手 続 を 自 ら 行 う こ と が 困 難 な 状 態 で あ る に も か か わ ら ず 必 要 な 支 援 を 受 け ら

れ て い な い 人 、虐 待 を 受 け て い る 人 な ど ）が 、自 ら の 権 利 を 守 り な が ら 生 活 し て い

く た め に は 、本 人・家 族・支 援 者 等 が 必 要 に 応 じ て 相 談 で き 、適 切 な 支 援 に つ な が

る た め の 地 域 連 携 の 仕 組 み が 重 要 で す 。  

そ こ で 、従 来 の 保 健・医 療・福 祉 の 連 携（ 医 療・福 祉 に つ な が る 仕 組 み ）だ け で

な く 、新 た に 、司 法 も 含 め た 連 携 の 仕 組 み（ 権 利 擁 護 支 援 の 地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク ）

を 構 築 し 、 地 域 連 携 を 強 化 し て い く こ と を 目 指 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

●  中核機関の設置  

 上 記 の よ う な 地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て い く た め に は 、 様 々 な ケ ー ス に

対 応 で き る 法 律・福 祉 等 の 専 門 知 識 が あ り 、地 域 の 専 門 職 等 か ら 円 滑 に 協 力 を 得 る

こ と が で き る 司 令 塔・事 務 局・進 行 管 理 機 能 を 担 う 機 関 (中 核 機 関 )が 必 要 と な る こ

と か ら 、北 上 市 に 中 核 機 関 を 設 置 し 、次 に 掲 げ る 目 標 の 実 現 に 向 け 、具 体 的 な 取 り

組 み を 地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク の 関 係 機 関 と 共 に 実 施 し て い き ま す 。  

地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 に つ い て  

地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク (司 法 、 行 政 、 福 祉 ・ 医 療 ・ 地 域 な ど の 関 係 者 )に

お け る 連 携 強 化 、 権 利 擁 護 や 高 齢 者 虐 待 ・ 障 害 者 虐 待 に 関 わ る 課 題 提 起 及

び 情 報 共 有 を 目 的 に 、 関 係 機 関 や 団 体 に 参 加 し て 頂 き 、 年 ３ 回 程 度 開 催 す

る 予 定 と し て お り ま す 。  
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 図３-１ 地域連携ネットワークと中核機関 
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３ 第１期計画における目標と取り組み 
 

目標１ 広報の推進 【重点】 

 成年後見制度は本人の権利を守るための有効な手段ですが、本人や家族、住民や、身近な支

援者が成年後見制度をよく知らない場合、課題がそのまま残されたままとなってしまいます。 

まずは、市民・福祉専門職等の幅広く多くの方が、成年後見制度や相談窓口(中核機関)につい

て知っていただくことが重要であり、そのための周知や啓発を推進します。 

 

目標２ 相談機能の充実 【重点】 

権利擁護に関する支援が必要なケース、高齢者・障がい者虐待（経済的虐待等）について、広

く市民、医療、福祉、司法関係者等からの相談に応じ、情報を集約するとともに、地域連携ネッ

トワーク間での支援を得ながら、必要な見守り体制等（必要な権利擁護に関する支援が図られ

る体制）に係る調整を行い、相談体制を整備します。 

 

目標３ 成年後見制度利用の促進 

 事業所向けアンケート調査、ヒアリング調査の結果においても、成年後見制度について「書

類作成が難しい、準備する書類が多い」といった印象を受けている方が少なくありません。 

成年後見制度の申立てを行うことができる人は法律上限定されていますが、書類作成や書類

の取り寄せ等、初めて手続きを行う本人や親族にとっては困難なことも多いと思われます。相

談窓口(中核機関)で申立てに関わる相談、申立てに関わる書類作成・事務の支援を実施します。 

また、現在は市長申立てに限定して申立費用や報酬助成を実施しておりますが、第１期計画

期間内に助成対象者の範囲拡大を図ると共に、市民後見人の育成についても検討してまいりま

す。 

 

目標４ 後見人支援体制の構築 

 成年後見人選任後、本人と成年後見人は関りを開始しますが、後見人等だけで、本人の支援

をしていくわけではありません。様々な課題に対し、それぞれの支援者が関りを持ちながら、

本人の生活をコーディネートしていく必要があります。 

 そのため、中核機関が調整役となり、後見人等が活動上わからないことや、報告書作成等の

事務が発生した場合等のバックアップをするための関係者の集まり(チーム)を編成、円滑に支

援が行われる様にしていきます。また、後見人支援を通じての、制度利用における不正防止の 

徹底を図ります。 
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経済的虐待ってどんなことですか？ 

 

「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」や「障害者虐待の防止、

障害者の養護者に対する支援に関する法律」という法律で高齢者虐待、障がい者虐待について

法律で定義がされています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば・・・ 

・日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせない。  

・本人の自宅等を本人に無断で売却する。  

・年金や預貯金を無断で使用する。  

・入院や受診、介護保険サービスなどに必要な費用を支払わない。 など 

 

本人の意思を無視した財産の使い込み等があった場合、親族間で財産管理に不安がある場合

等は後見人等に財産を管理してもらうことも有効な手段です(申立てができる配偶者や親族が

いない場合は、市が申立人となり成年後見制度の利用につなげる場合もあります) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済的虐待 

[高齢者虐待防止法] 

養護者又は高齢者の親族が当該高齢者の財産を不当に処分することその他当該高齢

者から不当に財産上の利益を得ること。 

 

[障害者虐待防止法] 

養護者又は障害者の親族が当該障害者の財産を不当に処分することその他当該障害

者から不当に財産上の利益を得ること。 
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４ 計画の体系図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[計画の推進体制] 

司令塔・事務局・進行管理機能を担う中 

核機関が中心となりながら、地域連携ネ 

ットワーク全体で計画を推進していく。 

４ 後見人支援体制の構築 

 

本人・後見人等を関係者全体で支援して

いく体制の構築 

３ 成年後見制度利用の促進 

 

制度の利用促進、メリットを実感できる

制度・運用への改善 

①親族後見人等への相談支援の実施 

②必要に応じた家庭裁判所との情報共有による、後見人 

等の事務手続き支援 

③後見人等受任後のケア会議の開催調整 

④後見人支援を通じての、制度利用における不正防止の 

徹底 

[将来像(理念)] 

認知症や障がい等で判断能力が不十分に

なっても、自らの権利を守りながらその

人らしい生活ができるまち 

【重点】 

①成年後見制度、高齢者・障がい者虐待（経済的虐待 

等）に関する専門的な相談窓口(中核機関)を整備、相 

談機能の充実を図る 

②地域連携ネットワーク(司法、行政、福祉・医療・地

域などの関係者)の構築、連携強化 

①本人、親族等申立の場合の申立支援の実施 

②適切な候補人推薦のための受任者調整会議の開催 

③日常生活自立支援事業からの移行支援のための支援検 

討会議の開催 

④成年後見制度の利用に関する助成制度(本人申立て、 

親族申立て等に対する費用、報酬の助成)の検討及び 

実施 

⑤市民後見人の育成についての検討 

[目標] 
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【重点】 

１ 広報の推進 

 

地域における制度の広報、普及啓発を推進 

【重点】 

①地域住民に対する相談窓口(中核機関)の周知・広報 

②高齢、障がい特性に応じた周知・広報 

③早期発見を担う身近な相談者(地域住民、民生委員、

障がい者団体等)への周知啓発 

【重点】 

２ 相談機能の充実 

 

権利擁護支援のための相談体制の整備 

[具体的な取り組み] 
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５ 具体的な取り組みと目標値 

目標 具体的な取り組み 事業 成果指標 単位 
実績 

(Ｒ１) 

目標値(年度) 

３年 ４年 ５年 

１
広
報
の
推
進(

重
点) 

①地域住民に対する相

談窓口(中核機関)の

周知・広報 

 

②高齢、障がい特性に

応じた周知・広報 

 

③早期発見を担う身近

な相談者(地域住民、

民生委員、障がい者

団体等)への周知啓発 

市民向け講演会 

の開催 

サービス提供

事業所等にお

ける成年後見

制度及び中核

機関の認知度 

％ 38％ 50％ 60％ 70％ 

出前講座等での 

市民向け勉強会 

障がい者団体向け 

勉強会の開催 

地域連携ネットワー

クの支援者に対する

普及啓発の勉強会 

２
相
談
機
能
の
充
実(

重
点) 

①成年後見制度、高齢

者・障がい者虐待

（経済的虐待等）に

関する専門的な相談

窓口(中核機関)を整

備、相談機能の充実

を図る 

 

②地域連携ネットワーク 

(司法、行政、福祉・医

療・地域などの関係者)

の構築、連携強化 

成年後見制度、高齢

者・障がい者虐待

（経済的虐待等）に

関する相談の受付、

対応 

権利擁護の 

相談件数 
件 378 500 550 600 

地域連携 

ネットワーク会議の

開催 
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目標 具体的な取り組み 事業 成果指標 単位 
実績 

(Ｒ１) 

目標値(年度) 

３年 ４年 ５年 

３
成
年
後
見
制
度
利
用
の
促
進 

①本人、親族等申立て

の場合の申立支援の

実施 

 

②適切な候補人推薦の

ための受任者調整会

議の開催 

 

③日常生活自立支援事

業からの移行支援の

ための支援検討会議

の開催 

 

④成年後見制度の利用

に関する助成制度

(本人申立て、親族

申立て等に対する費

用、報酬の助成)の

検討及び実施 

 

⑤市民後見人の育成に

ついての検討 

受任調整者会議・ 

支援検討会議の開催 

成年後見制度

の利用者数 
人 83 90 110 135 

助成制度の 

対象者拡大 

４
後
見
人
支
援
体
制
の
構
築 

①親族後見人等への相

談支援の実施 

 

②必要に応じた家庭裁

判所との情報共有に

よる、後見人等の事

務手続き支援 

 

③後見人等受任後のケ

ア会議の開催調整 

 

④成年後見制度利用にお

ける不正防止の徹底 

後見人等を含めた関

係者(チーム)への 

支援の実施 

後見人等受

任後のフォ

ローや支援

を実施した

対象者数＊ 

人 ４ 7 20 25 

 ＊フォローや支援を実施した対象者数：被後見人等の実人数を計上、Ｒ１は市長申立人数 
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６ 計画の進行管理 

この計画は、令和３年度から５年度までの３年間の計画です。計画の達成状況の点検・評価

は、目標の達成状況等を北上市成年後見制度利用促進審議会に報告することにより実施します。 

また、広く市民や介護・障がい福祉関係者が北上市の成年後見制度に関する施策の進捗状況

を把握することができるよう、地域連携ネットワーク会議等を通じて情報提供に努めます。 

計画の終期である令和５度には、本計画に続く新たな計画を検討するものとします。なお、

本計画の評価・見直しについては、市民のニーズ、利用意向、審議会の意見等を把握しながら、

目標の達成、適切な計画の修正を行います。 

 

 

 図３-２ 進行管理と評評価プロセス 
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１ 広報の推進【重点】  

～地域における制度の広報、普及啓発を推進～  

 

【調査結果】  

 事 業 所 向 け ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、「 将 来 的 に 成 年 後 見 制 度 の 利 用 が 必 要 」と 48％

の 事 業 所 が 回 答 し て い ま す 。  

ま た 、「 利 用 者・職 員 に 成 年 後 見 制 度 が 知 ら れ て い な い 」と 62％ の 事 業 所 が 回 答

し て い ま す 。  

自 由 回 答 で は「 (障 が い を 持 つ 親 が )本 当 に 制 度 利 用 が 必 要 な の か 、い つ 動 き 出 し

た ら タ イ ミ ン グ が 良 い の か わ か ら ず 、先 延 ば し に し て い る 」、「 親 亡 き 後 、親 族 が い

て も 近 く に 居 住 し て い な い 時 、金 銭 管 理 を ど う し ら た い い か 不 安 を 感 じ る 」と の 回

答 が あ り ま し た 。  

 

図４ -１                図４ -２  

  

  

 関 係 団 体 へ の ヒ ア リ ン グ で は 、  

 

・(障 が い 者 の )親 が お 金 を 管 理 し て い る の で 、直 近 の 課 題 と し て イ メ ー ジ し に く い  

・ 実 際 に 制 度 を 利 用 し て い る 本 人 か ら 事 例 紹 介 を し て 欲 し い  

・ 制 度 を 利 用 し て い る 当 事 者 の 気 持 ち を 率 直 に 聞 き た い  

 

な ど の 意 見 が あ り ま し た 。  

 

いる

48%

いない

51%

無回答

1%

将来的に制度利用が必要な方の有無

知られ

ている

38%知られて

いない

62%

利用者・職員の後見制度の認知度
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【現状と課題】  

 将 来 的 に 成 年 後 見 制 度 の 利 用 が 必 要 と 考 え て い る 事 業 所 が 約 ５ 割 で あ る 反 面 、

成 年 後 見 制 度 へ の 認 知 度 は 約 ６ 割 が「 知 ら れ て い な い 」と 回 答 し て い ま す 。必 要 性

を 感 じ て い る も の の 、 成 年 後 見 制 度 の 認 知 度 が 低 い 状 況 に あ る の が 現 状 で す 。  

 本 人 や 家 族 、支 援 者 が 成 年 後 見 制 度 を よ く 知 ら な い 場 合 、権 利 擁 護 に 関 す る 課 題

が あ っ た と し て も 、そ の 課 題 が そ の ま ま 残 さ れ て し ま う 、あ る い は さ ら に 被 害 が 大

き く な っ て し ま う (経 済 的 虐 待 や 困 難 事 例 に 発 展 し て し ま う )こ と が 想 定 さ れ ま す 。 

 成 年 後 見 制 度 に つ い て の よ り 積 極 的 な 周 知 、啓 発 活 動 を 実 施 し 、相 談 機 会 が 増 え 、

成 年 後 見 制 度 に つ い て の 相 談 が 行 わ れ や す い 環 境 を 整 え る 必 要 が あ り ま す 。  

 

【今後の具体的な取り組み】  

 本 人 を 含 め た 地 域 の 住 民 等 、支 援 に 関 わ る 関 係 者 、専 門 職 等 が 、権 利 擁 護 の 必 要

性 に 関 す る 情 報 や 、成 年 後 見 制 度 に つ い て 十 分 理 解 を 深 め て い く た め に 周 知 、啓 発

活 動 を 推 進 し ま す 。  

 ま た 、障 が い 特 性 に 応 じ た 普 及 啓 発 に つ い て は 、北 上 市 自 立 支 援 協 議 会 く ら し 支

援 部 会 や 障 が い 者 団 体 等 と 連 携 を 図 り 、 講 演 会 や 障 が い 特 性 に 応 じ た 勉 強 会 の 開

催 を し ま す 。  

 

【目標値】  

事 業  成 果 指 標  
単

位  

実 績  

(Ｒ １ ) 

目 標 値 (年 度 ) 

３ 年  ４ 年  ５ 年  

市 民 向 け 講 演 会  

の 開 催  

サ ー ビ ス 提 供 事 業

所 等 に お け る 成 年

後 見 制 度 及 び 中 核

機 関 の 認 知 度  

％  38％  50％  60％  70％  

出 前 講 座 等 で の  

市 民 向 け 勉 強 会  

障 が い 者 団 体 向 け  

勉 強 会 の 開 催  

地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー

ク の 支 援 者 に 対 す る

普 及 啓 発 の 勉 強 会  
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２ 相談機能の充実【重点】 

～権利擁護支援のための相談支援体制の整備～  

 

【調査結果】  

 事 業 所 向 け ア ン ケ ー ト で は 、42％ が「 権 利 擁 護 に 関 し て 総 合 的 に 支 援 す る 相 談 機

関 が 必 要 」 と 回 答 、 21％ は 「 相 談 先 が 不 明 確 」 と 回 答 し て お り 、 合 計 63％ の 事 業

所 は 、 相 談 先 が 必 要 又 は 不 明 確 で あ る と 回 答 し て い ま す 。  

 

図４ -３  

 

 

関 係 団 体 へ の ヒ ア リ ン グ で は 、  

 

・障 が い 者 の 意 思 決 定 支 援 に つ い て 、発 達 障 が い の 方 の 気 持 ち を 汲 み 取 る こ と は 親

で も 大 変 。権 利 擁 護 や 成 年 後 見 制 度 に つ い て 、時 間 を か け て ゆ る や か に 相 談 で き

る 所 が 欲 し い 。  

・障 が い 者 の 親 亡 き 後 を 考 え た と き に 、簡 単 に 成 年 後 見 制 度 を 付 け て い い の か 不 安 。

必 要 な の は わ か る が す ぐ に は 決 め ら れ な い 。人 生 が 長 い か ら こ そ 、相 談 を し な が

ら 決 め て い き た い  

・お 金 の こ と や 成 年 後 見 制 度 の こ と は 一 回 の 相 談 で は 終 わ ら な い の で 、当 事 者 が ゆ

っ く り 何 度 で も 相 談 で き る 窓 口 が 欲 し い 。  

 

な ど の 意 見 が あ り ま し た 。  

 

総合的相談機関が

必要(42％)、相談

先が不明確(21％)

制度利用者の増加 24%

普及啓発の不足

10%

その他・無回答

3%

相談機関が必要と思う主な理由

63％  
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【現状と課題】  

市 窓 口 及 び 各 相 談 機 関 が 受 け 付 け て い る 相 談 件 数 は 年 々 増 加 傾 向 に あ り (図 ４ -

４ )、 成 年 後 見 制 度 の 市 長 申 立 て 件 数 も 令 和 ２ 年 度 は 13 人 (図 ４ -５ )を 見 込 ん で お

り 、 今 後 も 増 加 が 見 込 ま れ ま す 。  

よ っ て 、 従 来 か ら 個 々 の ケ ー ス に 応 じ て 市 と 各 相 談 機 関 は 連 携 を 図 っ て い る と

こ ろ で は あ り ま す が 、成 年 後 見 制 度 の 普 及 啓 発 と 併 せ 、よ り 専 門 的 な 立 場 で 市 民 か

ら の 相 談 を 受 け 付 け る と 共 に 、個 別 の ケ ー ス に つ い て の 法 的 な 課 題 を 整 理 し 、支 援

者 へ の 助 言 、支 援 者 間 の 調 整 (コ ー デ ィ ネ ー ト )を し て い く 専 門 の 窓 口 (中 核 機 関 )が

必 要 と さ れ て い ま す 。  

 

図４ -４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ -５  
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【今後の具体的な取り組み】  

 令 和 ３ 年 度 よ り 設 置 予 定 の 中 核 機 関 に お い て 、成 年 後 見 制 度 、高 齢 者・障 が い 者

虐 待（ 経 済 的 虐 待 等 ）に 関 す る ケ ー ス に よ り 専 門 的 に 対 応 し 、権 利 擁 護 支 援 が 必 要

な 方 の 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 を 図 り ま す 。  

 ま た 、支 援 者 間 の 調 整 (コ ー デ ィ ネ ー ト )を よ り 円 滑 に 実 施 し て い く た め に は 、支

援 者 同 士 の 顔 の 見 え る 関 係 作 り が 大 切 に な る こ と か ら 、支 援 者 間 の 意 見 交 換 、情 報

共 有 の 場 と し て 地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 、 連 携 強 化 を 図 り ま す 。  

 

 

【目標値】  

事 業  成 果 指 標  単 位  
実 績  

(Ｒ １ ) 

目 標 値 (年 度 ) 

３ 年  ４ 年  ５ 年  

成 年 後 見 制 度 、 高 齢

者 ・ 障 が い 者 虐 待 （ 経

済 的 虐 待 等 ） に 関 す る

相 談 の 受 付 、 対 応  

権 利 擁 護 の

相 談 件 数  
件  378 500  550 600 

地 域 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク  

会 議 の 開 催  
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３ 成年後見制度利用の促進  

～制度の利用促進、メリットを実感できる制度・運用への改善～  

 

【調査結果】  

 事 業 所 向 け ア ン ケ ー ト で は 、「 後 見 制 度 の 利 用 が 必 要 な 理 由 」に つ い て 、36％ の

事 業 所 が「 親 族 関 係 が 希 薄 、親 族 が い な い 」と 回 答 、26％ の 事 業 所 が「 判 断 能 力 の

低 下 」 と 回 答 し て い ま す 。  

 

図４ -６  

 

 

関 係 団 体 へ の ヒ ア リ ン グ で は 、  

・親 族 関 係 図 の 作 成 等 、事 務 が 煩 雑 な の で 一 緒 に 手 伝 っ て も ら え る 相 談 場 所 が 無 い

と 、 家 族 だ け で は 申 立 て が 大 変 。  

・ 申 立 て は 書 類 を 集 め る の が 大 変 と 聞 い て い る の で 、 手 伝 っ て 欲 し い 。  

・障 が い (発 達 障 が い 、精 神 障 が い 等 )が あ っ て「 将 来 の こ と 」を 自 分 で 話 せ な い 時

に で あ っ て も 、 意 思 決 定 支 援 が 必 要 だ け ど 、 後 見 人 に そ れ が で き る の か 不 安 。  

 

な ど の 回 答 が あ り ま し た 。  

 

 

 

 

 

親族関係が希薄・

いない 36%

判断能力の低下

26%

金銭管理ができない

15%

資産管理ができない

7%

その他・無回答

16%

後見制度の利用が必要な理由

36％  

26％  
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【現状と課題】  

 成 年 後 見 制 度 の 申 立 て を 行 う こ と が で き る 人 は 法 律 上 限 定 さ れ て い ま す が 、 書

類 作 成 や 書 類 の 取 り 寄 せ 等 、 初 め て 手 続 き を 行 う 本 人 や 親 族 に と っ て は 申 立 手 続

き が 困 難 な こ と も 多 く 、 申 立 者 が 申 立 て を 行 い や す く す る 環 境 の 整 備 が 必 要 で す 。 

ま た 、親 族 関 係 が 希 薄 で 判 断 能 力 の 低 下 が あ る 方 の 場 合 、申 立 人 が 親 族 間 に お ら

ず 本 人 申 立 て も で き な い 状 態 と な り 、 市 長 申 立 て が 必 要 と な る 場 合 が 想 定 さ れ ま

す 。 そ う い っ た 場 合 で あ っ て も 、 本 人 に ふ さ わ し い 成 年 後 見 制 度 の 利 用 に 向 け て 、

誰 を 後 見 人 等 の 候 補 者 と す る の が よ い の か (債 務 や 自 己 破 産 で あ れ ば 弁 護 士 を 候 補

者 に す べ き か 、 日 々 の 介 護 や 生 活 維 持 に 必 要 な 事 項 が 多 い の で あ れ ば 社 会 福 祉 士

や 親 族 後 見 人 、 市 民 後 見 人 が 適 任 な の か 等 )を 判 断 し て い く こ と も 申 立 て の 際 に 課

題 と な り ま す 。  

 

【今後の具体的な取り組み】  

中 核 機 関 の 窓 口 で 申 立 て に 関 わ る 相 談 を 受 け 付 け 、申 立 て に 関 わ る 書 類 作 成・事

務 が 行 い や す く な る 様 に 支 援 を し ま す 。  

ま た 、本 人 の 生 活 環 境 や 財 産 状 況 、抱 え て い る 課 題 な ど を 考 慮 し た う え で 、最 も

ふ さ わ し い 後 見 人 候 補 者 を 選 び 、家 庭 裁 判 所 に 推 薦 が な さ れ る よ う 、受 任 調 整 の た

め の 仕 組 み つ く り (受 任 者 調 整 会 議 の 設 置 )を 検 討 し ま す 。  

そ の 他 、 北 上 市 社 会 福 祉 協 議 会 が 実 施 し て い る 日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 か ら 成 年

後 見 制 度 へ の 移 行 支 援 の た め の 支 援 検 討 会 議 の 実 施 、 低 所 得 者 等 を 考 慮 し た 現 在

の 助 成 制 度 (北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 支 援 事 業 実 施 要 綱 )の 対 象 者 拡 大 に つ い て 、第

１ 期 計 画 内 で 実 施 し て い く と 共 に 、 市 民 後 見 人 の 育 成 に つ い て も 検 討 し て ま い り

ま す 。  

 

【目標値】  

事 業  成 果 指 標  単 位  
実 績  

(Ｒ １ ) 

目 標 値 (年 度 ) 

３ 年  ４ 年  ５ 年  

受 任 調 整 者 会 議 ・  

支 援 検 討 会 議 の 開 催  成 年 後 見 制 度

の 利 用 者 数  
人  83 90 110 135 

助 成 制 度 の  

対 象 者 拡 大  
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いる28%

(56所)

いない・把握

していない

72%

現在、後見制度を

利用している方の有無

いる 48%

(96所)
いない・

無回答

52%

将来的に制度利用が必要な方の有無

４ 後見人支援体制の構築  

～本人・後見人等を関係者全体で支援していく体制の構築～  

 

【調査結果】  

 事 業 所 向 け ア ン ケ ー ト で は 、28％ の 事 業 所 が「 現 在 、制 度 を 利 用 し て い る 方 が い

る 」 と 回 答 し て お り 、 そ の 内 制 度 利 用 者 の 人 数 は 合 計 で 103 人 で し た 。  

ま た 、48％ の 事 業 所 が「 将 来 的 に 制 度 利 用 が 必 要 な 方 が い る 」と 回 答 し て お り 、

そ の 内 相 談 機 関 が 回 答 し た 「 将 来 必 要 で あ る 」 方 の 人 数 は 141 人 で し た 。  

 

図４ -７                 図４ -８  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 図４ -９                図４ -10 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

現在いる (28％  56 事業所 ) 人数  

 

類 型  人 数 (事 業 所 数 ) 

① 後 見  90 人 (47)  

② 保 佐  12 人 (11) 

③ 補 助  １ 人 (１ ) 

④ 任 意 後 見  ０ 人 (０ ) 

合 計  103 人 (56)  

 

＊ 複 数 の 事 業 所 利 用 が あ り 得 る た め 回 答 人 数   

 の 重 複 有 、 制 度 利 用 者 の 実 数 で は な い 。  

＊ 令 和 元 年 度 12 月 末 後 見 制 度 利 用 者  83 名  

将来必要 (48％  96 事業所 ) 人数  

 

合 計   380 人 (96)  

 内 訳 ： 相 談 機 関  

 医 療 機 関  14 人 (３ ) 

 居 宅  46 人 (７ ) 

 包 括  50 人 (４ ) 

 相 談 支 援

事 業 所  
31 人 (３ ) 

 小 計  141 人 (17)  
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【現状と課題】  

 成 年 後 見 制 度 を 利 用 し な が ら 、 介 護 保 険 サ ー ビ ス や 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス を 利 用

し て い る 方 は 数 多 く い ら っ し ゃ い ま す 。成 年 後 見 人 選 任 後 、本 人 と 成 年 後 見 人 が 関

わ り を 開 始 し ま す が 、後 見 人 等 だ け で 、本 人 の 支 援 を し て い く わ け で は あ り ま せ ん 。

様 々 な 課 題 に 対 し 、そ れ ぞ れ の 支 援 者 が 関 り を 持 ち な が ら 、本 人 の 生 活 を コ ー デ ィ

ネ ー ト し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

【今後の具体的な取り組み】  

 中 核 機 関 に お い て 、後 見 人 等 の 日 常 的 な 相 談 を 受 付 、必 要 に 応 じ て 家 庭 裁 判 所 と

情 報 を 共 有 し 、 後 見 人 に よ る 事 務 が 円 滑 に 行 わ れ る 様 に 支 援 し ま す 。  

 ま た 、後 見 人 等 受 任 後 の ケ ア 会 議 の 開 催 調 整 、本 人・受 任 者 を 含 め た 関 係 者 が チ

ー ム を 結 成 し 円 滑 に 支 援 を 進 め る こ と が で き る 様 に 、 中 核 機 関 が 調 整 (コ ー デ ィ ネ

ー ト )を 担 い ま す 。  

 

【目標値】  

事 業  成 果 指 標  
単

位  

実 績  

(Ｒ １ ) 

目 標 値 (年 度 ) 

３ 年  ４ 年  ５ 年  

後 見 人 等 を 含 め た  

関 係 者 (チ ー ム )へ の  

支 援 の 実 施  

後 見 人 等 受 任 後 の

フ ォ ロ ー や 支 援 を

実 施 し た 対 象 者 数 ＊  

人  ４  7 20 25 

＊ フ ォ ロ ー や 支 援 対 象 者 数 ： 被 後 見 人 等 の 実 人 数 を 計 上 、 Ｒ １ は 市 長 申 立 人 数  
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チ ー ム で の 支 援 と は ど ん な 仕 組 み で す か ？  

 

チ ー ム と は 「 協 力 し て 日 常 的 に 本 人 を 見 守 り 、 本 人 の 意 思 や 状 況 を 継 続 的 に 把

握 し 、 必 要 な 対 応 を 行 う 仕 組 み 」 を 言 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権 利 擁 護 支 援 が 必 要 な 人 に つ い て 、 本 人 の 状 況 に 応 じ 、 後 見 等 開 始 前 に お い て

は 本 人 に 身 近 な 親 族 や 福 祉 ・ 医 療 ・ 地 域 の 関 係 者 (後 見 等 開 始 後 は こ れ に 後 見 人 が

加 わ っ て )、 協 力 し て 日 常 的 に 本 人 を 見 守 り 、 本 人 の 意 思 や 状 況 を 継 続 的 に 把 握

し 、 必 要 な 対 応 を 行 う 仕 組 み で す 。  

 

(出 典 ： 厚 生 労 働 省  市 町 村 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画 策 定 の 手 引 き ) 

 

 

チ ー ム の メ ン バ ー は 本 人 に 関 わ っ て い る 方 (支 援 し て い る 方 )に よ っ て 変 わ り ま

す し 、支 援 の 状 況 に よ っ て も 変 化 し て い く も の で す 。個 別 の 課 題 に 応 じ て 構 成 さ れ

る 集 ま り な の で 、 固 定 的 な 決 ま っ た メ ン バ ー で 構 成 さ れ る も の で は あ り ま せ ん 。  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 資料 
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１ 北上市成年後見制度利用促進審議会条例  

（ 設 置 ）  

第 １ 条  成 年 後 見 制 度 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 28年 法 律 第 29号 ） 第 14条

第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 成 年 後 見 制 度 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 調

査 審 議 す る た め 、 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い

う 。 ） を 置 く 。  

（ 所 掌 事 項 ）  

第 ２ 条  審 議 会 の 所 掌 事 項 は 次 の と お り と す る 。  

(１ ) 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 の た め の 基 本 的 な 施 策 に 関 す る こ と 。  

(２ ) 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画 の 策 定 に 関 す る こ と 。  

(３ ) そ の 他 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 に 関 す る こ と 。  

（ 組 織 ）  

第 ３ 条  審 議 会 は 、 委 員 15人 以 内 を も っ て 組 織 し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 の う ち か

ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  

(１ ) 学 識 経 験 者  

(２ ) 知 識 経 験 者  

(３ ) 関 係 行 政 機 関 の 職 員  

(４ ) そ の 他 市 長 が 適 当 と 認 め る 者  

（ 任 期 ）  

第 ４ 条  委 員 の 任 期 は 、 ３ 年 と し 、 再 任 を 妨 げ な い 。 た だ し 、 欠 員 が 生 じ た 場 合

に お け る 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

（ 会 長 ）  

第 ５ 条  審 議 会 に 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 と す る 。  

２  会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 会 議 の 議 長 と な る 。  

３  会 長 に 事 故 が あ る と き 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 あ ら か じ め 会 長 の 指 定 す る

委 員 が そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

（ 会 議 ）  

第 ６ 条  審 議 会 は 、 市 長 が 招 集 す る 。  

２  審 議 会 は 、 委 員 の 半 数 以 上 が 出 席 し な け れ ば 会 議 を 開 く こ と が で き な い 。  

３  審 議 会 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す

る と こ ろ に よ る 。  
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４  審 議 会 は 、 会 議 の 運 営 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 委 員 以 外 の 者 の 出 席 を

求 め 、 説 明 若 し く は 意 見 を 聴 き 、 又 は 必 要 な 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き

る 。  

（ 庶 務 ）  

第 ７ 条  審 議 会 の 庶 務 は 、 保 健 福 祉 部 に お い て 処 理 す る 。  

（ 補 則 ）  

第 ８ 条  こ の 条 例 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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２ 北上市成年後見制度利用促進審議会委員名簿  

 

任 期  令 和 ２ 年 ３ 月 24日 ～ 令 和 ５ 年 ３ 月 23日  

 

区 分  所 属  職 名  氏 名  

１ 学 識 経 験 者  岩 手 弁 護 士 会  弁 護 士  日 髙
ひ だ か

 拓 郎
たくろう

 

２ 学 識 経 験 者  岩 手 県 司 法 書 士 会  

(公 社 )成 年 後 見 セ ン タ

ー ・ リ ー ガ ル サ ポ ー ト

岩 手 支 部  司 法 書 士  

石 川
いしかわ

 誠 司
せ い じ

 

３ 学 識 経 験 者  岩 手 県 行 政 書 士 会  行 政 書 士  佐 藤
さ と う

 茂
しげる

 

４ 学 識 経 験 者  
岩 手 県 社 会 福 祉 士 会  

中 部 ブ ロ ッ ク  
社 会 福 祉 士  髙

たか

橋
はし

 寛
ひろ

美
み

 

５ 学 識 経 験 者  
岩 手 県 社 会 保 険 労 務 士 会   

社 労 士 成 年 後 見 セ ン タ ー 岩 手  

社 労 士 成 年 後 見  

セ ン タ ー 岩 手 セ ン タ ー 長  
小 原
お ば ら

 敏
とし

弥
や

 

６ 知 識 経 験 者  社 会 医 療 法 人  花 北 病 院  医 師  川 村
かわむら

 浩 子
ひ ろ こ

 

７ 知 識 経 験 者  
社 会 福 祉 法 人   

北 上 市 社 会 福 祉 協 議 会  
介 護 福 祉 課 長  小 原

お ば ら

 政 則
まさのり

 

８ 知 識 経 験 者  北 上 市 自 立 支 援 協 議 会  
社 会 福 祉 法 人 方 光 会  

 北 萩 寮  施 設 長  
宇 夫 方
う ぶ か た

 稔
みのる

 

９ 知 識 経 験 者  地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー  社 会 福 祉 士  竹 花
たけはな

 由 香
ゆ か

 

10 知 識 経 験 者  

岩 手 県 介 護 支 援 専 門 員 協 会  

北 上 地 区 ケ ア マ ネ ジ ャ ー  

連 絡 協 議 会  

介 護 支 援 専 門 員  田 鎖
たぐさり

 健
けん

 

11 知 識 経 験 者  北 上 市 手 を つ な ぐ 育 成 会  副 会 長  榊 原
さかきばら

 千 代 子
ち よ こ

 

12 関 係 行 政 機 関  岩 手 県  
花 巻 保 健 福 祉 環 境  

セ ン タ ー 所 長  
中 野
な か の

 文 男
ふ み お

 

13 関 係 行 政 機 関  北 上 市  保 健 福 祉 部 長  石 川
いしかわ

 晴 基
は る き
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３ 第１期北上市成年後見制度利用促進基本計画策定委員会要領  

 

(設 置 ) 

第 １  第 １ 期 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画 （ 以 下 「 基 本 計 画 」 と い う 。）

を 策 定 す る に あ た り 、 素 案 を 検 討 す る た め 、 第 １ 期 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促

進 基 本 計 画 策 定 委 員 会 (以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ) を 置 く 。  

(所 掌 事 項 )  

第 ２  委 員 会 の 所 掌 事 項 は 、 基 本 計 画 素 案 の 検 討 に 関 す る こ と と す る 。  

(組 織 ) 

第 ３  委 員 会 は 委 員 長 、 副 委 員 長 及 び 委 員 を も っ て 組 織 す る 。  

２  委 員 長 は 保 健 福 祉 部 長 を 、 副 委 員 長 は 保 健 福 祉 部 長 寿 介 護 課 長 を も っ て 充 て

る 。  

３  委 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 に あ る 者 を も っ て 充 て る 。  

(1) 保 健 福 祉 部 福 祉 課 長  

(2) 企 画 部 政 策 企 画 課 長  

(3) 財 務 部 財 政 課 長  

(4) ま ち づ く り 部 地 域 づ く り 課 長  

(5) 生 活 環 境 部 市 民 課 長  

(委 員 長 及 び 副 委 員 長 ) 

第 ４  委 員 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 会 議 の 議 長 と な る 。  

２  副 委 員 長 は 、 委 員 長 を 補 佐 す る と と も に 委 員 長 に 事 故 あ る と き 、 又 は 委 員 長

が 欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

(委 員 会 ) 

第 ５  委 員 会 は 、 委 員 長 が 招 集 す る 。  

第 ６  委 員 会 の 庶 務 は 、 保 健 福 祉 部 長 寿 介 護 課 に お い て 処 理 す る 。  

附  則  

こ の 要 領 は 、 制 定 の 日 か ら 施 行 し 、 基 本 計 画 策 定 終 了 後 に 、 そ の 効 力 を 失 う 。  

 

１  委 員 長  保 健 福 祉 部 長  

２  副 委 員 長  保 健 福 祉 部 長 寿 介 護 課 長  

３  委 員  保 健 福 祉 部 福 祉 課 長  

４  委 員  企 画 部 政 策 企 画 課 長  

５  委 員  財 務 部 財 政 課 長  

６  委 員  ま ち づ く り 部 地 域 づ く り 課 長  

７  委 員  生 活 環 境 部 市 民 課 長  
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４ 第１期北上市成年後見制度利用促進基本計画策定経過  

開 催 年 月 日  内 容  

令 和 ２ 年 ２ 月 18 日  第 １ 期 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画

策 定 委 員 会 (１ 回 目 ) 

(1) 第 １ 期 計 画 の 策 定 方 針 に つ い て  

(2) 中 核 機 関 の 視 察 結 果 報 告 に つ い て  

令 和 ２ 年 ３ 月 24 日  北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会  

(1) 第 １ 期 計 画 の 策 定 方 針 に つ い て  

(2) 中 核 機 関 の 視 察 結 果 報 告 に つ い て  

令 和 ２ 年 ３ 月 27 日 ～ ４ 月 30 日  事 業 所 向 け ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施  

令 和 ２ 年 ６ 月 ～ ７ 月  障 が い 者 団 体 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 の 実 施  

令 和 ２ 年 10 月 16 日  第 １ 期 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画

策 定 委 員 会 (２ 回 目 ) 

・ 第 １ 期 計 画 案 に つ い て  

令 和 ２ 年 11 月 16 日  第 ２ 回 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会  

・ 第 １ 期 計 画 案 に つ い て  

令 和 ３ 年 １ 月 22 日  第 １ 期 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 基 本 計 画

策 定 委 員 会 (３ 回 目 ) 

・ 第 １ 期 計 画 の 策 定 に つ い て  

令 和 ３ 年 ２ 月 24 日  第 ３ 回 北 上 市 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 審 議 会  

・ 第 １ 期 計 画 の 策 定 に つ い て  
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５ 基礎数値 

図５ -１  (1)成年後見制度の利用者数  

 

  市 区 町 村 名  総 人 口  成 年 後 見 制 度 利 用 者  人 口 比  

１  全 国  126,020,000  224,442  0.18% 

２  岩 手 県  1,223,792  1,863  0.15% 

３  北 上 市  92,556  83  0.09% 

出 典 ：  

① 岩 手 県 人 口 ： 岩 手 県 毎 月 人 口 推 計 速 報 (岩 手 県 の 人 口 と 世 帯 )  令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 現 在  

② 全 国 の 総 人 口 ：  

総 務 省 統 計 局 (人 口 推 計 2020 年 (令 和 ２ 年 )１ 月 月 報 )  令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 現 在  概 算 値  

③ 北 上 市 人 口 ： 市 の 住 民 登 録 世 帯 集 計 表 よ り  令 和 元 年 12 月 31 日 現 在  

④ 全 国 の 成 年 後 見 制 度 利 用 者 数 ： 最 高 裁 判 所 事 務 総 局 家 庭 局  成 年 後 見 関 係 事 件 の 概 況 (平 成 31

年 １ 月 ～ 12 月 )  12 月 末 時 点 数 値 (成 年 後 見 、 保 佐 、 補 助 、 任 意 後 見 を 含 む )  

⑤ 北 上 市 の 成 年 後 見 制 度 利 用 者 数 ： 令 和 ２ 年 度 岩 手 県 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議  

(令 和 ２ 年 ７ 月 29 日 開 催 )に お け る「 参 考 資 料 ５ ： 市 町 村 別 の 成 年 後 見 制 度 の 利 用 者 数（ 盛 岡 家

裁 管 内 ）」 よ り 。（ 令 和 元 年 12 月 31 日 現 在 数 値 (成 年 後 見 、 保 佐 、 補 助 、 任 意 後 見 を 含 む )）  

 

 

図５ -２  (2)市町村長による成年後見人選任申立ての件数（平成 30 年度実績）  

 

  高 齢 者  知 的 障 が い 者  精 神 障 が い 者  合 計  

岩 手 県  55 4 3 62 

北 上 市  3 0 1 4 

出 典 ：  

北 上 市 町 村 の 成 年 後 見 制 度 利 用 者 数：令 和 元 年 10 月 ４ 日 開 催  家 事 事 件 関 係 機 関 と の 連 絡 協 議 会

に お け る 資 料  市 町 村 長 に よ る 成 年 後 見 人 選 任 申 立 て の 件 数 （ 平 成 30 年 度 実 績 ）  
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図５ -３  (3)北上市の成年後見制度市長申立て件数  

 

申 立 て 年 度  長 寿 介 護 課  福 祉 課  合 計  

平 成 26 年 度  2 １  ３  

平 成 27 年 度  4 ０  ４  

平 成 28 年 度  4 ０  ４  

平 成 29 年 度  3 ０  ３  

平 成 30 年 度  3 １  ４  

令 和 元 年 度  ４  ０  ４  

令 和 ２ 年 度 (見 込 ) 13 ０  13 

計  33 ２  35 

注 ： 令 和 ２ 年 度 は ９ 月 末 現 在 の 長 寿 介 護 課 申 立 て を 実 施 し た 者 及 び 予 定 者 の 計 ８ 名 の 他 、 下 半 期

５ 名 を 追 加 で 見 込 む も の 。  
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図５ -４   

(4)北上市社会福祉協議会における日常生活自立支援事業の実施状況 (各９月末現在 ) 

 

 北 上 市  西 和 賀 町  合 計  

H26 16 10 26 

H27 19 11 30 

H28 23 14 37 

H29 36 15 51 

H30 40 18 58 

R01 42 20 62 

出 典 ：  

令 和 元 年 10 月 １ 日 開 催 令 和 元 年 度 北 上 地 域 日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 関 係 機 関 連 絡 会 議 資 料 よ り  

 

 

 

図５ -５   

(5)北上市社会福祉協議会における日常生活自立支援事業利用者数 (令和２年６月末現在 ) 

 

 利 用 者 数  担 当 職 員 数  利 用 者 数 /担 当 職 員 １ 人  

岩 手 県  992 25 39.7 人  

北 上 市 (北 上 市 ・

西 和 賀 町 ) 
59 ２  29.5 人  

 ＊ 北 上 市 と し て の 計 上 人 数 内 訳  

北 上 市 41 人  +  西 和 賀 町 18 人  ＝ 59 人  

 

出 典 ： 岩 手 県 成 年 後 見 制 度 利 用 促 進 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 資 料 (令 和 ２ 年 ７ 月 29 日 開 催 )。  

別 紙 １  日 常 生 活 自 立 支 援 事 業  相 談 件 数 ･契 約 締 結 者 数 等 （ 令 和 2 年 6 月 分 ） よ り  
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図５ -６  (6)全国数値  

 

成年後見関係事件の概況  -平成３１年１月～令和元年１２月 - 

(最高裁判所事務総局家庭局 ) より抜粋  

 

① 申 立 人 と 本 人 の 関 係 別 件 数 ・ 割 合  
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② 開 始 原 因 の 割 合  
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③ 成 年 後 見 人 等 と 本 人 と の 関 係 に つ い て  
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